
地球温暖化に代表される地球環境問題は、現在大きな問題となって

います。良好な環境を未来へと引き継ぐため、熊本市では二酸化炭素

（ＣＯ２）に代表される温室効果ガスの排出量を、２０２０年度までに

２００７年度レベルから６.２％削減することを目標に掲げ、地方から

積極的な環境活動を展開しています。 

 熊本市から排出される温室効果ガス全体の約６割が、産業部門と業

務部門から排出されており、事業者の温暖化防止に向けた取り組みが

温室効果ガス削減の大きな鍵となっています。 

 

 

 また、環境保全に向けた事業者の取り組みは、消費者や取引先など

からの社会的信用が高まることにもつながり、さらには、電気・ガス・

水道等の使用量の削減、廃棄物の排出量削減などにより経費削減にも

つながります。 

 この「事業所グリーン宣言」の取り組みは、将来「エコアクション

２１※１」や「ＩＳＯ１４００１※２」といった環境マネジメントシステ

ムの認証取得を目指す事業所にとっても大変役立つものです。 

まずはこの「事業所グリーン宣言」から始めてみませんか？ 

 

※１「エコアクション２１」 

 環境省が策定し、平成 16年度から認証登録制度を開始した環境マネジメントシステムで、認証登録にか

かる費用が「ISO14001」に比べ少なくすむため、中小事業者にも取り組みやすいシステムです。また、

「ISO14001」がシステム作りに重点を置いているのに対し、「エコアクション 21」は、環境負荷削減が直

接要求されるため、より直接的にコスト削減につながります。 

※２「ＩＳＯ１４００１」 

 平成 8年に発行された環境マネジメントシステムの国際規格。P（Plan－計画）－D（Do－実行）－C（Check

－点検）－A（Action－見直し）のサイクルを繰り返すことにより事業における環境保全活動を進めていく

ものです。 
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熊本市の温室効果ガス排出量の推移 

 



 「事業所グリーン宣言」は、以下のような流れで進行します。 

 

１．宣言登録  

 

 

 

２．登録証、ステッカーの交付及び登録事業所の公表  

 

 

 

 

 

 

 

３．目標、取組項目の設定及び実践  

 

 

 

 

 

４．情報提供等による支援  

 

 

 

５．報告・更新  

 

 

 

 

 

 

 

 

以降３～５の繰り返し  

 

登録用紙に必要事項を記入し、環境負荷の少ない事業活動に取り組

むことを本市（市民）に対して宣言します。 

 市は登録事業所に対して、登録証とステッカーを交付しま

す。また、市ホームページ等で登録事業所名を公表するこ

とで、環境保全に取り組む事業所としてＰＲし、登録事業

所のイメージアップに貢献します。 

 なお、登録事業所は、右のロゴマークを事業所のＰＲ活動

に使用することができます。 

登録事業所は、「エネルギー・水使用量の削減」及び「廃棄物削減、

リサイクル促進」などの具体的な取り組みを実践します。 

そして、その結果（達成度）を「エコチェックシート」に記入しま

す。 

市は環境保全に関する情報を提供するなど、登録事業所の環境保全

活動に対する支援を行います。 

 登録事業所は、「エコチェックシート」を毎年

４月末までに市に提出します。 

ただし、登録初年度については、登録月から

次の３月末までの取り組みについてで結構で

す。 

 この報告をもって、登録を１年間更新し、新

しい登録証を交付します。 
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